
糸満 市立兼城 小学校 い じめ防止基本方針
平 ,■ 26年  1 策 定

平成 27年 2月 15口 改 訂

1 い じめ の 定 義 とい じめ に 1ヽす る基 本 的 な 考 え方

(1)い じめ の 定 義 (平 成 25年 度 改 .T)

「い じめ Jと は  「
児 童 /1徒 に 対 して 、 当該 児 童 生徒 が 在 籍 す る 学 校 に 在 籍 して い る

等 当該 児 童 生 徒 と 庁
`'人

的 関係 の あ る他 の 児 童 生 徒 が 行 う心 理 的 又 は 物 理 的 な 影

響 を 与 え る行 為 (イ ン ター ネ ッ トを通 し て行 わ れ る もの 1,含 む .)で あ っ て  当該 行

為 の 対 象 とな つ た 児 童 生従 が 心 身 の ■ 痛 を感 して い る もの Jと す る. な お  起 こ つ

た場所 は学校内外 を問わない。 (「 い しめ防 lL対 策推 ll法 Jよ り )

※ 「い しめJの 中には 犯罪行 為 と し てT・ り扱 われ る・ミき と認 メ,ら れ  甲期 に筈
=

に相 談す るこ とが重要 な もθ
'や

 児童 生仕 の生命  身体 又 li,オ 岸 に こ大 な被 害 が生

じる よ うな、直 ちに警 察 に 1ヽ報 す る こ とが 必要 な もの も含 ま,iる . ■れ らにつ い て

は 教育 llな 配慮や彼害著の意 向′ヽ の配慮′
'う

えで、早期 に警年 に相 談 通 報の i

警案署 と連携 した劇応 を取 るこ とが必要 であ る.

(2),｀ じめに対す る基本的な考え方

い じめ問題 に迅速かつ組織 的に対応す るために、い じめに対す る認識 を全教職 員で共

有す る。 そ して い じめは  どの学校  どの学級 で も起 こ りうるもの とい う基本認識 に

立 t,、 す べての児童生 /Lを 対象 に、い じめに「Jが わせ ないた めの未然防 止 早期 発見

早期 対応 に取 り組む。

(3)本 校 の現状 と課題

本校 では 「思いや りの ある (徳 ) か しこ く (知 ) た くま しい ■ (体 )Jと し、徳

育 を学校 教育 日標 の第一 番 日に掲 げてい る.0+日 手の立場 にな つて考 えるこ とがで きる

子  0白 他 の よさを認 め「l」 け合 う子 0ル ール を守 り規 li意 識 が ある手 を 日指す児童像

とし学習 面や生活而等学校 4:活 において全校体制 で取 り組 んでい る .

1学 期 に 3年 生 と 5年 生の児童  2学 期 に 4年 生 と 6年 生の児童 を対象 に学校評価 ア

ンケー トを実施 し児童 の学校 生活 にお ける I「.状 と課題 の共通理解 を Pつ てい る。

学 校 へ 行 くの が 楽 しい

※ 「学校⌒行 くのが楽 しいJで す かの質 問では 「そ う思 う |と 「どち らか といえばそ う

思 うJを 合わせ る と約 13%の 児童 が学校 を楽 しい と答 えて る。 また、「どち らか と

いえ |ゴ そ う思 うJ と 「そ う思わないJを 合わせ る と 7%の 児童が学校 は楽 t´ くない と

答 えた結果 になつてい る .

●
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相 談 に ヨミつ て くオtる 先 生しが い る

※ 1困 ,́た Iき 相談 に・rrっ てく
'tる

先生 がい ます か」では、「そ う思 うJと 「ど た,い か

といえliそ う思 うJを 合わせ る [約 85° /● の児童が
'い

る |と 答 えて い る.■ た、「ど

ち ,,か とい ,ば そ う思 わないJと 「そ う思わたい:あ わせ る と約 15%の 児童 が 「い

ない .と 答 えている。

2 学校にお けるい じめ防 止等の対策 のための lll織

(1)い じめ対策委員会

校 長 教頭  生徒指導 主任  養護教諭 学年 主任 、ス クール カ ウン1=ラ ー等 か らな

る い じめ防止等 の対策 の
「

めのい じめ対策委員会 を設 置 し 必 要に応 して関係職 員

が加 わる .

(2)定 期的な い じめ対策 委員会の開催

月に 度  委員会 でい じめを訴 えて きた児童や配慮 を要す る児童年 につ いて、情報交

換 し い 1:め の有 無について確認す る とと 1,に 今 後の対応 について IIc認 十 る (い じめ対

策委 員会 |ま 、運営委員会 とセ ッ トで行 う)

3 い じめ未然 防止 のための取組

(1)学 級経常の充実

0 ツー シャル スキル トレー ニ ングを実施 した り QU検 査 の結果 を■か した りして、

児 童の実態 を
「

分に把握 し、 よ りよい学級経常 に努 める。

● 分か る できる授 業の実践 に努 め、児童一 人一 人が成就感や充実感 を 1)て る授 業の

実践 に努 める.

(2)道 徳教 育の充実

0 道徳 の授 業を通 して、児童の 自己肯定感 を高め る.

0 全 ての教育活動 にお いて道徳教育を実践 し 人 lF尊 重の精神や思いや りの心 な どを

育て る。

(3)相 談体制 の整備

O QU検 査結果の考 察 と対応策 (学 級集 Jの 背 景 学級 の成 果 と問題点  教師 の観察

との共通点及び相違点 な ど)を 考え、職員
'千

修 で共通理解 を図 る .

0 「い じめに関す るア ンケ ートJ後 に学級担任 によ り教育相談 を行 い 児童一 人一 人

の理解 に努 める。

0 相談 員や支援 員 と関わ る時 F.5を 設 定 し 教育相 談の充実 に努 める .

0 教育相談週間の設定
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(4)イ ンター ネ ッ ト年 を通 11て 行わオ1で ,ヽ るい じめに対す る対策

●  全校
'こ

童

“

)イ ンター ネ ッ ト ニ日→ る|[::状 況調査 を行い  現状 |[F■ に努め る とと 1‐

に 児童 にモ ラル教育をす るな ど して |■ ,■ ●対応す る.

(5)学 校相 互間の連 lF協 力体 1刊 の整備

0 中学校や幼 lL川 との 吉報交 liや 交流半習 を行 う.

4 い じめ 早期発見のための取組

(1)保 .‐ 者や地 1或 「‐D係 機 関 との連携

児童 保護 者 学校 の信頼 F-3係 を築 ■ 円滑な連携 を図 るよ うに努 め る.保 護者 か t,

の相 談には 家 l_■ 訪問や 面談に よ り迅まかつ誠実な対 t‐ に努める。また、必要 には して、

教 育委 員会 民生委 員 市 児童家庭課  教 育相 談委 員 児童十日談所や 中学 l~な どの関係

諸 14・ 開 と■■携 して課題解 決 に臨■ .

(2)教 育 1目 談週間の実施

6月 と 10'11■ 教育オ日談週間 を設定 し 児童理解 に努める .

児童の悩み等 を把握 し、今後 の生■:指 導 の充実 をほ る .

(3)「 い しめに関す るアンケー ト|の 実施

人権 ア ンケー ト (毎 月)教 育相 談ア ンケー ト (年 2回 )を 実施 じ ア ンケー トを 1,

とに一人 人の児童 と直接話 を tて 思 いを くみ取 る。

5 い じめに対す る早期対応

(1)い じめに関す る相 談 を受 けた場 合、事 実の有無 を l・●認 し速や か に管理農 に連絡 す

る とともにい じめ対策委員会 を F■lき  対応 を検討す る .

(2)い じめの事実が確認 され た場 合は 教育委員会 に広 告す る。

(3)0｀ じめをや め させ 、その再発 を防止す るため、い じめ を受 けた児童  保護者 に対

す る支援 と い じめを行 つた児童への指導 とその保護者への助 言を継続 的 に′i.う 。

(4)い じめ を受 けた児童 が安心 して教 育を受 け ら,1る ために必要 が ある と認 め t,れ る

ときは、保護者 と連携 を図 りなが し、一定期間、男1室 等において学習 を行 う等の措 置

を講ず る。

(5)事 実に係 る情報 を関係保護者 と共有す るための必要な措置 を講ず る。

(6)犯 罪行 為 と して取 り扱 うべ きい じめにつ いては、教育委 員会及 び警 察署 等 とT● 携 し

て対処す る。

6、 い じめへの対処 (い じめ事案へ の対応 フ ロー図①参照 )

い じめが ある ことが確認 され た場合 は 学校 は直 t,に  い じめを受 けた児童や い じ

め を知 らせ てきた児童 の安全 をIF llし 、い じめ とされ る児童 に対 して事情 を確認 した

上 で適切 に指導す る等、組織的 な対応 を行 う。

(1)家 庭や教育委員会 ′ヽ の連絡  相談や  事業 に応 じて関係機 F・|と の連 携す る よ うにす

る。

(2)教 職員 は 平素 よ り い じめ を把握 した場 合の対 処″)在 り方につ いて理 解 を深 めてお

くよ うに ,‐ る .

(3)学 校 にお ける組織的 な対応 を可育Lと す る体制 を整備す るよ うにす る。
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7 重 人 事 態 へ の 対 処 (い じめ 事 案 へ の 対 応 フロー 図 ② 参 照 )

()重 人 事熊 の 定 義

ア tヽ じめ に よ り児 童 等 の 生 命  心 身 又 よは■t,■ 二 人 な枝 害 が 生 じだ 疑 い が あ る と認 ″,

られ る l.合

イ い じめ に よ り児 童 が相 当の 期 間 学 tt″ 欠席 す る (年 間 30日 を H安 と し、 一 定 坪 旺

■■続 し て欠 席 して い る場 合 も含 む )こ とを余 儀 な く され て い る疑 い が あ る と .tめ に,オ i

る場 合

ウ 児童 や 保 護 者 か ら 「い じめ られ て 重 人事 態 に■
~つ

た |と い う中 立 て が あ っ た 場 合

(い じめ 方止 対 策 推 進 法 Jよ り )

(2)重 大 事 態 へ の 対 処

0 重大 事 態 が 発 生 した 旨 を 市教 育 委 員 会 に 速 や か に 報 告 し、調 査 の 主体 を確 か め る。

●  教 育 委 員 会 と ll・ 議 の 1、 外 部 人 llを 含 め ,I当 該 事 案 に対 処 す る組 織 を設 置 す る .

(外 部 人材 に つ い て は 教 育 委 員会 と調 整 す る )

0 調 査 主体 が学 校 の場 合 は 、 上記 組 織 を 中 心 と tて  間係 |ヽ 関 と連 携 を と り 事 実 間

係 を明 確 にす るた め の調 査 を 実 施 す る .

C 上 記 調 査 結 果 に つ い て は 、 い じめ を受 月 た児 童  保 護 者 に 対 し 事実 関係 そ の llの

必 要 な 1青 報 を ,直 ●Jに 提 供 す る。

●  調 査 l●

L果 を教 育 委 員会 に報 告 す る .

8 校 内研 修 の 充 実

い じめ 防 止 法 18条 の規 定 に よ り い t]め 防 止 年 の た .7の 対策 に 関 す る初 修 の 実 施

そ の他 い じめ 防 lL等 の 対 策 に 関す る職 員 の 資 質 向 上 に必 要 な措 置 を計 画 的 に行 うた め

年 間 計 画 に位 置づ |ナ て校 内 研 修 を 実施 す る.研 l‐ 内 容 |す 以 下の 通 りで あ る。

(1)い じめ 防 L対 策推 IE法 の活 用

(2)本 校 「い じめ防 止 基本 方 針 Jの l■ 用

(3)「 い じめ

「

備 え る基 礎 知 識 J(FFl立 教 育 政 策 lll究 所 )の 活 用

(4)各 種 Fl修 資料 の伝 達  活 用

9 検 証 と .・ 価

い じめ 防 止 法 第 34条 の 規 定 に よ り、 い じめ の事 実 が 隠 蔽 され ず 、 並 び に い じめ の 実

態 の把 握 及 び い じめ に対 す る措 置 が I・l切 に行 わ れ る よ う い じめ の 早期 発 見  い じめ の

再 発 を 防 JLす るた め の取 組 等 につ い て適 切 に評 価 を行 うよ うにす る.評 価 は 教 職 員 の

学 校 評 価 の項 目を選 定 し評 価 す る.評 価 す る項 目 内容 は 以 下 の 通 りで あ る。

(1)い じめ の 防 L及 び い じめ の 早 期 発 見の 取 組 状 況

在 籍 す る児 童 に対 す る 定 期 llな 調 査 の 実 施 状 況 、 在 籍 す る児 童 お よ び そ の保 護

者 並 び 当該 学 校 の職 員 が い じめ に か か わ る相 談 を行 う体 市1づ く り。

(2)い じめ´ヽ の 対 処 の 取組 状 況

い じめ の .Fえ が あ つ た 場 合 の 事 実確 認 と教 育 委 員 会 ´ヽ の 報 告  い じめ を受 けた 児

童 の保 護 者 に対 す る支 援 状 況  い じめ を行 っ た児 童 に 対 す る指 導 状 況 、 い しめ を

行 つた 児 童 の保 護 者 に対 す る助 言 状 lt.

(3)組 織 的 体 制 の機 能 と組 織 L・ J取 組 の状 況

い じめ防 L委 員 会 教 職 員 の協 力 指 導 体 市1の 状 況  家 庭 や 地 域 、 関 係 機 関 との

連 携 の 取組 状 況 .



い じめ 防 止 夫 1間 指 導 計 画

月

の  内  容

教 師 の 活 動 りこ革 の 清 動 保 護 者 の 活 動

4月
〇本 校 い じめ 防 止 基 本 方 針

の 共通 理 解 【職 員 会議 】
〇児 童 に対 す る情 報 交換

【いじめ防止対策委員会】

●つ
レ

一
レ級

動

一千
計級

き
学

開
―

級

り

学

く

０ ⊃一
」

　

―

∩
）

5月
0人 権 ア ン ケ ー ト
● 児 童 に 対 す る情 報 交 換

〔い じめ防止対策委員会】

づ係関間
‐

人

足

た
遠

し

の

通
春

を
Ｉ

事

り

行

く

〇

6月
0人 l「 ア ン ケ ー ト
0児 童 に対 する 1青 報 交換

い じヽめ防 止対策 委 員会 〕
● QU検 査 実施

づ係開間人
‐

門

た
会

週

Ｌ
動

談

輌

運

相

を
―

育

事

つ

教

行

く

０

０

7月
0人 権 ア ン ケー ト
0児 童 に対 す る情 報 交換

【いじめ防止対策委員会】

0保 護 者 との情 報
交換
【学級保 護 者会 】

夏体 み 0い
認

修
確

研

の

内
針
用

校
方
活

の
校

の

上
本
料

防

資ヽ

め
律
種

じ
法
各

9月 一”̈
権
童

ヽ

人
児
い

０
０

0行 事 を 疑 t´ た 人 間 関 係 づ

く |'

I修 学旅行 宿泊学習】

10月
人

児

ｈ

Ｏ

Ｏ ●つ係関間
‐

大
学

問

た

兄

週

し
会

談

通
仕

相

を
―

育

事

り

教

行

く

０
０

11月
0人 権 ア ンケ ー ト
C児 童 に対す る情報 交換

【い じめ防止対策委 員会 】

づ係関
‐

間
会

人
表

た

発

し
習

通
学

″
，

―

事

り

■

く

０

12月
0人 権 ア ンケー ト
○児童 に対す る情報 交換

【い じめ防止対策委員会 】

0保 護 者 との情 報
交換
【学級保護者会】

1月
○ 人 権 ア ンケー ト
○ 児童 に対 す る情報 交換

【いじめ防止対策委員会】

2月
人

児

い

本

の

０

０

　

０

3月
0人 権 ア ン ケー ト
0児 童 に対 す る情 報 交換

【い じめ防 L対 策 委員 会 】
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い じめ事案への対応 フ ロー 図①

アンケー トや相談、申告、通知、発見による

いじめと疑われる事案の認知

学級担任による

情報収集・確認

管理職 による対応の決定

職員会議

いじめに対する措置・対応
改善・解決

重大事態の

「教育委員会 |

※いじめ事案の内容によつて学校が

必要と認めたときは、所轄警察署に

相談 。通報し連携する
措置・対応の検証・修正

6

学年主任等

どの相談

いじめ防止対策委員会での対応

い じめと判断

いじめと判断し対応する

いじめの
・記録・共有



い じめ事案への対応フロー図②

「い じめ防止対策委員会Jでの対応

1所轄警察著
|

重大事態の発生

「緊急調査委員会Jでの対応

※学校が調査の主体となつた場合

事案により

通報
『■

，，”

管理職による

対応の決定

いじめに対する措置・対応

措置・対応の検証・修正

※ 重大事態 の調査 主体が教育委員会 の場合は、教育委員会 へ資料等の提 出な ど

調査 に協 力す る。

※ 調査 に よって明 らか にな った事実 関係 については、い じめ :,れ た児童  保護者 に

対 して、適 時 適切 な方法 で提供  説 明 を行 う.

膊  調 査

7

「いじめ防止対策委員会」

での対応

いじめられた児童・保護者、

いじめた児童・保護者、

周囲の児童への対応検討

晨f■f=■i■■■■■fLL■■■■■
|

教育委員会

教育委員会

「緊急調査委員会 (調査組織)J

いじめられた

児童・保護者



「いじめの防止J等の対策のための組織

糸満青立兼城小学校
平成 28年 4■ 1日 (・LI正 )

第 1条 (名  称) 二●会 (■ 糸満市立兼城小学校のに童 771健全育成をコるたr)「 いしめJの未然防止

や

",■

をⅨるため、いじめ対策委員会 (以 下 「委員会Jを いう.)と 称する.

第 2条 (H I勺) 本委員会は、「い じめ防止基本方針Jを 策定し、児童 (11徒 ,′ のヽ |い じめJに つ

いてのr~態把握、早期発見及び未然の防止に関する取組と具体的事案に対 しての対処

を実効的に行 うことを目的とする.

第 3条 (事務局) 本委員会の事務局は教頭が務める.

第 4条 (事 業) 本委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行 う.

(1)学校の実情に応 じて「学校いじめ防止基本方針Jを策定 改善に関すること,

(2)重大事態に対処し、ll・l切 な方法により事実関係を明確にする調査等にF―
qす ること,

※ 「い じめJ「問題行動J等について、学校の要請、lt護者の要望、児童生徒の訴え
がある場合の事実関係及び原因究明 |■ ついての調査及び対rLに開すること.

(3)年間を通 した「いじめJの未然防止に関する取組に関すること,

アンケー ト調査  教育相談週間  人権の日  道徳  校内研修
生徒指導委員会   チェックリス ト  その他

(4)生 徒指導 教育相談体制の運営の在 り方に関すること,

(5)「 いじめJ等の調査及び結果に基づく対策及び指導 1古置にF_3す ること.

(6) その他 目的を達成するために必、要事項に関すること.

第 5粂 (組 織) 本委員会は 次に掲げるものでT■繊する。
校長 教頭
教務主任
生徒指導主任・教育相談担当 =人権教育担当

学年主任
その他 (校長が指名する職員)

必要に応 じて外部専門家等
(ス クールカウンセラー 学校評議員 PTA 児童民生員 警察 児童相談所 そ
の他校長が推薦する 1)の )

第 6条 {役 員等) 本委員会に、次の役員を置き、委員長は校長が務める。
委員長    1名
副委員長  1名
委員長は会 l_を 総括 し、委員を代表する.

副委員長は委員 F― を補佐 し、委員長が欠席の場合 職務を代行する.

第 7条 (会 議)  本委員会は運営委員会とセ ットで定期的に開催 し、必要に,ど して臨時に開催する。

第 8条 (そ の他)こ の要綱に定めるもののはか、必要な事項 ユ、全員で協議 し、委員長が別に定める.

(1
(2
(3
4
5
6

1

2
:3

4
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